
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
国東市立安岐中央小学校

取組の具体①

⑪小学校教科担任制の推進

◆系統的、組織的な学習の推進

○一人の教員が特定の教科や複数学年を担当することで、学
習内容の系統性を意識して指導する。

○いろいろな教員が児童と接することで、多面的な児童理解
を深め、児童の学級満足度を高める。

○「中央小学習規律・生活規律スタンダード」で、学習規律や
生活規律の徹底を図る。

○ 「放課後ちょいトーク」（毎週月曜日） 「学年部会」（毎週木

曜日）、を実施し、対話を通して教職員が協働しながら、授
業改善や教育活動の充実に努める。

◆主体的・協同的な学びの推進

○「学び合い」や「対話」を通して学びを深める学習活動を充
実させる。

○学期に１回以上、子どもが主体的に学びを進める「自由進
度学習」や「ちょい見せ授業」（互見）を取り入れ、授業力向
上を図る。

◆ＩＣＴの活用

○授業や家庭学習でＡＩドリルを活用し、個に応じた課題に取
り組ませる。

◆振り返りの視点

○子どもの思いや考えが見える・聞こえる「振り返り」の視点
や方法を共有

取組の具体②

◆保護者との連携
○親子ふれあい週間

学期に２回実施し、親子で宿題、早寝、あいさつ、ノーメディ
ア等に取り組む活動を実施。宿題確認や家庭独自の取組・
生活習慣が定着し、自尊感情等が向上してきている。

◆外部団体の学習サポート
○ぐんぐんタイム

２週間に１度、担任を含む複数体制で、朝の帯時間にドリル
学習に取り組んでいる。丸つけは保護者や地域のボラン
ティアが行い、教員は個別に定着できていない児童への指
導を行うことができている。

○学びの教室

教職員ＯＢが、希望者を対象に毎月３回放課後に学習指導
を行っている。基礎基本の内容を中心に力をつけてきてい
る。学期末に担任と情報共有を図る時間もとっている。
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